


灯台からの景色は360度の大パノラマ

　大型貨物船や地元漁船の海難事故が多発
していたことから、地元海 運関係者の強い
要望を受け、昭和38 年８月に宮古市町村
議会議長から、当時の琉球政府の行政首席

（現在の知事）に灯台設置要望がなされました。
　すでに、日本政府援助による灯台の建設が
進められていたこともあり、琉球政府は日本へ
灯台の建設を要望、沖縄が返還される以前の
昭和42年３月２７日に設置点灯されました。
　当初、電源は電柱を建て架空線にて送電
していましたが、台風銀座の名のとおり
たびたび襲来する大型台風のため、架空線が
切断する事故が多発したことから、一時
自家発電装置に変更しています。
　現在は、景観にも配 慮し送電線を地下に
埋設、さらに停電時にも対応可能なように
予備電源装置も設置し万全な体制をとって
います。
　２kmにわたる岬の先端に一つのアクセント
が加わりさらに景観が増したといわれて
います。
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［この灯台の概要］
位　　 置 北緯　 24度43分10秒
 東経　125度28分07秒
塗色・構造 白色・塔形（コンクリート造）
 （灯台の色と造りのことです）
灯　　 質 単せん白赤互光
 20秒に白１せん光、赤1せん光

（沖合の船舶から灯台を見た場合、回転
するレンズから放たれる光を20秒ご
とに見ることができます）

光　　 度 白光290,000カンデラ
 赤光250,000カンデラ

（「カンデラ」とは、光源の強さを表す単
位です）

光 達 距 離 18.0海里（約33キロメートルです。1海
里は1,852メートルです）

高　　 さ 灯台の基礎部から灯台の頂部まで
 25メートル
 平均水面上から灯火まて43メートル
 地上から灯火まで23メートル
初  点  灯 昭和42年３月27日
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